
滋
賀
・西
河
原
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
野
洲
郡
中
主
町
大
学
西
河
原

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
九
月
１

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
中
主
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
徳
網
克
己

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
遺
跡
は
琵
琶
湖
東
岸
に
位
置
し
、
野
洲
川
が
形
成
し
た
氾
濫
原
の
自

然
堤
防
上
に
立
地
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
も
古
代
か
ら
近
世
の
多
数

の
遺
構

。
遺
物
を
検
出
し
て
お

り
、　
一
九
九

一
年
度
に
行
な
わ

れ
た
第
三
次
調
査
で
は
、
野
洲

郡
馬
道
里
長

へ
宛
て
た
郡
符
木

簡
が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第

一
四
号
）
。

期

　

今
回
の
調
査
は
個
人
住
宅
建

廊
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
検
出

し
た
遺
構
は
、
平
安
時
代
前
期

の
区
画
溝
と
掘
立
柱
建
物
の
柱
穴
で
あ
る
。
区
画
溝
は
幅
○

・
七
―

一
・
人
ｍ

深
さ
○

。
四
ｍ
を
測
り
、
溝
内
に
は
護
岸
用
の
板
材
や
杭
が

一
部
残
存
し
て
い

た
。木

簡
は
こ
の
区
画
溝
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
溝
内
か
ら
は
こ
の
他
に
、
九
世

紀
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
の
回
転
台
整
形
土
師
器
椀
、
灰
釉
陶
器
、
黒
色
土
器
椀
、

須
恵
器
、
土
錘
、
木
製
品

（斎
串

・
曲
物
ほ
か
）、
墨
書
土
器

（「佐
同
□
」
「爪
」

「兆
も

が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
・
　

　

　

安
今
成

・
［日〕日幽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（牌∞〇）
〉〈］ヽ
×
ω　　Ｏ∞Ｐ

②

・
日

回

・
　

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

Ｘ
こ

益

ｏ解

⑪
②
は
表
裏
に
文
字
が
認
め
ら
れ
る
が
、
と
も
に
裏
面
は
不
鮮
明
で
あ
る
。

ω
の

「安
今
成
」
は
人
名
で
あ
ろ
う
。
安
氏
は
野
洲
郡
の
有
力
豪
族
で
、
近
淡

海
安
国
造
＝
安
直
氏
の
流
れ
を
く
む

一
族
で
あ
ろ
う
。
②
は
表
面
に
明
瞭
な
墨

痕
を
残
す
が
、
久
損
の
た
め
釈
読
で
き
な
い
。

（徳
網
克
己
）



2002年 出土の木簡
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